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令和２年第３回（８月）県央地域広域市町村圏組合議会定例会 
 

１ 場 所   諫早消防署 ４階大会議室 

 

２ 会 期   令和２年８月４日（１日） 

 

３ 会期日程表 

月 日 曜 種  別 内 容 

８ ４ 火 定 例 会 
開会、会期決定、会議録署名議員の指名、議案上

程、説明、審議、採決、一般質問、閉会 

 

４ 付議事件表 

議 案 

番 号 

審議

方法 
事 件 名 議決月日 結 果 

  会期決定の件  ８月４日 
８ 月 ４ 日 の 
１ 日 と 決 定 

  会議録署名議員の指名について  ８月４日 
村 崎 浩 史 君 
坂 本 弘 樹 君 
指 名 

議 案 

第 ８ 号 

本

会

議 

令和元年度県央地域広域市町村

圏組合一般会計歳入歳出決算の

認定について  

８月４日 認 定 

議 案 

第 ９ 号 

本

会

議 

令和２年度県央地域広域市町村
圏組合一般会計補正予算（第１
号）  

８月４日 原 案 可 決 
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５ 一般質問発言順序及び発言要旨 

月 日 質 問 者 質 問 要 旨 ページ 

８月４日 相浦喜代子 

議     員 

１ １ 県央地域広域市町村圏組合における消

防署建て替えについて 

２月に質問した雲仙市小浜消防署の建

て替え用地に進展はあったか。 

また、諫早市の高来分署、多良見分署

について、２月の答弁を頂き、諫早市の

３月議会にて諫早市の用地に対する考え

を質問した際「三市の了解が得られれば

２分署の候補地選定に入りたい」との答

弁があったが、どのように考えられるか

伺う。 

２ 救急出場における課題について 

(1) 救急出場にあたって現場の蘇生処置

を家族が拒否する場合があるという

が、この５年間での状況を伺う。 

 また、そのような場合の対応マニュ

アル等はあるのか伺う。 

(2) コロナ禍において救急出動のリスク

が高まるが対応はどのように行ってい

るのか。 

２４ 
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○ 出席議員（１５名） 

1 番 田 中 哲三郎 君 

2 番 森   多久男 君 

3 番 松 永 隆 志 君 

4 番 相 浦 喜代子 君 

5 番 松 尾 義 光 君 

6 番 山 口 喜久雄 君 

7 番 松 本 正 則 君 

8 番 朝 長 英 美 君 

9 番 小 林 史 政 君 

10 番 岩 永 愼太郎 君 

11 番 村 崎 浩 史 君 

12 番 坂 本 弘 樹 君 

13 番 松 尾 文 昭 君 

14 番 伊 川 京 子 君 

15 番 田 川 伸 隆 君 

 

○ 欠席議員 なし 

 

○ 説明のため出席したもの 

管 理 者 宮本 明雄 君 

副管理者 園田 裕史 君 

監査委員 梅林 弘幸 君 

事務局長 池松  弘 君 

消 防 長 城下 和美 君     

次長兼諫早消防署長 冨岡 正英 君 

次長兼消防総務課長 田方  章 君 

総務課長 山口 敏之 君 

大村消防署長 牟田 一幸 君  

小浜消防署長 碇 和広 君 

 

○ 議会関係出席者 

書 記 長 山口 敏之 君 

書 記 川下 辰彦 君 
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午後２時開会 

 

○議長（田川伸隆君） 

ただいまから、令和２年第３回県央地域広域市町村圏組合議会定例会を開会

いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付しております日程表により取り計ら

いたいと思いますので、御了承ください。 

今期定例会に説明員の出席を求めましたので、御報告いたします。 

 

○議長（田川伸隆君） 

 それでは、議事に入ります。 

日程第１「会期決定の件」を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（田川伸隆君） 

 御異議ありませんので、会期は本日１日と決定いたしました。 

次に、日程第２「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。 

会議規則第２条により準用する諫早市議会会議規則第８７条により、今期定

例会の会議録署名議員に、１１番 村崎浩史議員、１２番 坂本弘樹議員、以

上２名を指名いたします。 

 

○議長（田川伸隆君） 

次に、総括的に管理者の説明を求めます。 

 

○管理者（宮本明雄君） 

皆様こんにちは。本日ここに、令和２年第３回組合議会定例会を招集いたし

ましたところ、議員の皆さま方には御健勝にて御出席を賜り、厚くお礼を申し

上げます。 

先月３日から１４日にかけまして、九州の広い地域で、梅雨前線による記録

的な大雨が発生いたしました。特に、熊本県南部地方を中心とした地域では、

河川の氾濫によりまして、多くの死傷者が出るなど甚大な被害をもたらしまし

た。 
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本組合の緊急消防援助隊は、消防庁からの要請によりまして熊本県八代市へ

出動し、救助活動や救急活動の支援を行ったところでございます。 

また、本組合圏域におきましても、断続的な降雨により、７月６日には大雨

特別警報の発令に伴い、避難勧告や避難指示が発令されるなど、緊迫した状態

となりました。 

７月の累計雨量は例年の２倍を超え、７月２５日には、諫早市の轟峡の遊歩

道の崖が突然崩落し、ご家族で行楽に訪れました３人の方が巻き込まれるなど

痛ましい事案が発生いたしました。 

お亡くなりになられました皆様方に心からお悔やみと、被災されました皆様

方にお見舞いを申し上げたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、世界の広範な国や地域で感染が

拡大し、国内においても累計で４万人以上が感染し、約千人の方が亡くなられ

る事態となっております。 

本組合圏域におきましては、４月初めに諫早市において、市民と県外在住者

の２名の感染が報告され、その後、外出自粛などにより、３か月間は新たな感

染者の確認はあっておりませんでしたが、国の緊急事態宣言解除後、再び感染

が拡大し、本組合圏域では、現在３９名の感染者が確認される状況となってお

ります。多くの専門家の見解では、第２波、第３波の襲来が懸念されており、

感染症対策は長期戦を覚悟する必要があるとされております。 

組合消防本部における救急隊員の感染防止対策につきましては、感染症の疑

いのある患者の対応に当たる隊員は、「県央・県南地域メディカルコントロー

ル協議会」において、医学的知見に基づいて作成されております「感染防止対

策マニュアル」により、感染の防止と隊員の健康管理を図るとともに、救急車

の消毒などの衛生管理を実施しているところでございます。 

昨年の本組合における火災及び救急の概況につきましては、消防年報により

ますと、火災件数は、前年より１８件少ない７８件、救急出動件数につきまし

ては、過去最高となった前年より、５１件少ない１１，３２３件となっており

ます。 

救急出動件数の減少につきましては、昨年は梅雨明けが遅く７月中旬まで低

温多雨となったことにより熱中症による出場件数の減少や冬場のインフルエン

ザの患者数も低調に推移したことによるものと思われます。 

今年の熱中症による救急搬送の状況につきましては、梅雨明けが遅いことも

あり、搬送者数は、昨年よりもさらに少なくなっております。今後、炎天下の

夏を迎え、新型コロナウイルスの感染防止によるマスクの着用など、これまで

とは異なる「新しい生活様式」による十分な感染症予防を行いながら、熱中症

予防にもこれまで以上に心掛ける必要があると考えております。 
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次に、不燃物の処理業務につきましては、諫早市、雲仙市の協力のもと、地

域から搬入されます不燃性廃棄物の適正な分別とリサイクル率の向上に努めて

おります。また、やむを得ず個人で直接搬入される方々につきましては、新型

コロナウイルス感染症の防止策として、事前予約による時間調整を図り、搬入

時の密を避ける取り組みを行いながら、日々の適正な処理業務を進めていると

ころでございます。 

今後とも組合におきましては、「常備消防及び救急業務」、「不燃物の処理

業務」を適正に遂行し、住民の皆さまの安全安心と環境衛生の向上に努めてま

いりたいと存じます。 

なお、今定例会に提出しております各議案につきましては、事務局長から説

明をいたします。 

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げまして、私からの総括説明を終

わります。ありがとうございました。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

次に、日程第３、議案第８号「令和元年度県央地域広域市町村圏組合一般会

計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（池松 弘君） 

議案第８号「令和元年度県央地域広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の

認定について」御説明申し上げます。 

本案は地方自治法第２３３条第３項の規定により、別冊の監査委員の「審査

意見書」を付して議会の認定に付するものでございます。 

お手元には、「令和元年度県央地域広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算

書」の他、付属資料といたしまして「決算書資料」、「主要施策の成果説明書」、

「決算説明資料」、監査委員の「審査意見書」を配付いたしております。 

それでは、決算書及び付属資料によりまして、令和元年度歳入歳出決算の概

要について御説明いたします。 

はじめに決算書の１ページ、２ページをお開きください。一般会計歳入歳出

決算総括表でございます。 

予算現額３３億３，７１５万３，０００円に対し、歳入決算額の収入済額が   

３３億８，６９５万３，６４３円、歳出決算額の支出済額が３２億７，７１６

万８，０２０円で、歳入歳出差引残額は１億９７８万５，６２３円となってお

ります。 

予算現額に対する歳出決算額の執行率は、９８．２％でございます。 
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次に、歳入歳出予算に係る歳計現金等の保管状況について御報告いたします。 

決算書は５ページ、６ページをお開きください。 

はじめに、５款 財産収入を御覧ください。 

財産である基金の運用収入につきましては、定期預金として保管運用し、運

用利率は昨年度と同じ０.０１％で、収入済額の欄のとおり、いわゆる利息額は、

１３万７，５４５円となっております。 

次に８款 諸収入の欄を御覧ください。歳計現金は、預金として保管運用を行

っておりまして、１項の預金利子の欄のとおり、合計６，０４３円の利息が生

じております。 

次に、決算書は１１ページ、１２ページをお開きください。 

歳入歳出の詳細につきまして御説明申し上げます。 

はじめに、歳入でございます。 

1 款 分担金及び負担金は、予算現額２９億７，４００万６千円に対し、調

定額・収入済額共に２９億７，４００万２，２０７円となっております。 

補正内容としましては、６節 高速国道救急業務特別負担金の額の確定によ

るもので、２０３万円を減額補正しております。 

節ごとに御説明いたします。 

１節 総務負担金４，０７４万５千円は、管理経費の議会費・総務管理費・

監査委員費の財源としての負担金でございます。構成３市の負担金は、必要経

費総額を衛生費と消防費の事業費の割合で案分し、それぞれに平等割２０％、

人口割８０％で算出した額を負担していただいております。 

次に２節 不燃物処理事業負担金１億５，５３２万６千円は、不燃物処理施

設の管理運営に係る財源としての負担金でございまして、諫早市、雲仙市の２

市の処理に係るもので、各市の人口割で算出しております。 

次に３節 消防費負担金につきましては、１２ページの備考欄に記載してお

ります経常経費負担金２０億２，３２０万４千円は、常備消防及び救急業務に

要する人件費及び事務費等に係る負担金でございます。 

そのほか施設整備基金積立金負担金、退職手当基金積立金負担金、車両整備

起債償還金負担金、庁舎建設起債償還金負担金につきましては、共通の必要経

費として、職員配置割８５％、人口割１５％の負担率で各市の負担額を算出し

ております。 

次に５節 起債借入償還金負担金につきましては、構成市で個別に負担して

いただく償還額で、消防救急無線デジタル化整備に伴います構成各市の消防団

車両受令機等の整備負担分と、諫早市については、諫早署のはしご車購入費及
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び新庁舎の敷地造成費でございます。大村市については、大村署のはしご車購

入費に係る償還額でございます。 

次に６節 高速国道救急業務特別負担金につきましては、西日本高速道路株

式会社からの高速道路における救急業務の運営に関する支弁金でございます。 

インターチェンジを有する諫早市と大村市に、請求関係の事務をそれぞれ行

っていただき、両市に納付された支弁金を組合へ納入していただいているもの

でございます。 

次に８節 市単年度特別負担金は、諫早市については、はしご車のオーバー

ホールに係る負担金で、大村市については、独立行政法人国立病院機構長崎医

療センター内にある大村消防署久原分署の賃貸借料に係る負担金でございます。 

次に２款 使用料及び手数料を御覧ください。 

予算現額１，６４９万５千円に対し、収入済額１，７３７万５，６９０円で、

約８８万円の収入増となっております。この主な要因は、不燃性廃棄物の搬入

量の増加に伴い、２項２目 廃棄物処理手数料が増となったことによるもので

ございます。 

５款 財産収入は、先ほど御説明した基金の利子でございます。 

次に１３ページ、１４ページをお開きください。 

６款 繰入金につきましては、退職手当基金、施設整備基金からの繰入金で

ございます。予算現額、調定額、収入済額共に２億４４０万４千円となってお

ります。 

このうち退職手当基金繰入金は、備考欄のとおり、消防費の退職手当基金繰

入金で消防職員の退職金に充当したものでございます。 

施設整備基金繰入金につきましては、消防施設整備に係る事業費及び県央不

燃物再生センターの施設整備のための財源として繰入れたものでございます。 

補正内容は、施設整備基金繰入金が消防車両更新に係る事業費の確定に伴い、

１９万円の減額補正を行っております。 

次に７款 繰越金は、前年度からの繰越金でございます。 

内訳につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。 

補正につきましては、余剰金の基金積立として、施設整備基金に総務費から

１５０万円、衛生費から１，５００万円及び消防費から４，０００万円の積立

を行い、高速国道救急業務特別負担金の確定に伴う財源更正の２０３万円と合

わせて５，８５３万円を増額補正しております。 

次に８款 諸収入は、予算現額４，９９１万１千円に対し、調定額５，４９

９万５,５４７円、収入済額５，４８２万９，２９３円で、収入未済額１６万６，

２５４円となっております。 
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８款１項は預金利子でございます。８款２項の雑入につきましては、予算現

額４，９９０万円に対し、調定額５，４９８万９，５０４円、収入済額５，４

８２万３，２５０円で、４９２万３，２５０円の収入増となっております。 

これは、主に不燃性有価物売却代で予算額３，３００万円に対し、実績額が

３，６４６万９，１７７円と見込金額を３４６万９，１７７円上回ったことに

よるものでございます。 

また、収入未済額１６万６，２５４円につきましては、不燃物再生センター

で発生したアルミ缶プレス窃盗事件に係る示談による被害弁償金１６万６千円

と遅延損害金２５４円でございます。 

次に９款 組合債につきましては、予算現額、調定額、収入済額共に同額の

３，２９０万円となっております。 

起債対象につきましては、備考欄に記載しておりますとおり、大村消防署の

ポンプ自動車でございます。 

補正内容は、事業費の確定に伴うものでございまして、２５０万円の減額補

正をしております。 

以上、歳入合計は、予算現額３３億３，７１５万３千円に対し、調定額３３

億８，７１１万９，８９７円、収入済額の３３億８，６９５万３，６４３円と

なっております。 

次に、歳出について御説明いたします。 

決算書１５ページ、１６ページをお開き下さい。併せて、別冊の決算説明資

料の１ページをお開きください。 

はじめに、１款 議会費は、組合議会の運営に係る予算でございます。予算

現額４７万２千円に対し、支出済額４６万５，０７３円で、執行率は９８．５％

でございます。 

次に２款 総務費でございます。 

１項 総務管理費は、組合事務局の運営経費で、職員の人件費及び事務費に

係る予算でございます。予算現額４，１２１万６千円に対し、支出済額３，９

１６万６，９１８円で、執行率は９５．０％でございます。 

補正予算の内容につきましては、施設整備基金に１５０万円を積み立てたこ

とによる増額補正となっております。 

決算書１７ページ、１８ページをお開きください。 

２項 監査委員費は、監査事務に係る予算で、予算現額５７万１千円に対し、

支出済額３９万７，８１２円、執行率は６９．７％でございます。 

次に、３款 衛生費につきましては、不燃物処理事業に係る予算で、予算現

額２億２，２４２万５千円に対し、支出済額２億２，１４０万８，８０３円で

執行率は９９．５％でございます。 
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不燃性廃棄物の処理事業につきましては、リサイクルを促進し、適正な分別

処理により、有価物回収と入札による売却を実施し、収益の向上を図り、構成

市の負担金の低減に努めているところでございます。 

補正予算の内容につきましては、施設整備基金に１，５００万円を積み立て

たことによる増額補正となっております。 

次に、１９ページ、２０ページをお開きください。 

４款 消防費は、消防救急業務に係る予算でございます。予算現額２５億６，

７２７万４，０００円に対し、支出済額２５億１，２２５万９，１６４円で、       

執行率は９７．９％でございます。 

補正予算の内容につきましては、施設整備基金に４，０００万円を積み立て

たことによる増額補正とポンプ車購入費の入札執行残２６９万円の減額により

合計額３，７３１万円の増額補正となっております。 

主な不用額につきましては、１目 消防運営費の２節給料の２７３万９，０

４０円は、再任用職員を９名採用予定のところ希望者が８名だったことから１

名分が不用額となったものでございます。 

３節 職員手当等の１，１８５万３，３４６円につきましては、職員の扶養

親族の異動により扶養手当、児童手当及び期末手当等に不用額が生じたほか、

救急出動件数の減少やほか、年度末の各種行事が中止となったことにより時間

外勤務手当や夜間勤務手当に不用額が生じたものでございます。 

同じく、４節 共済費の不用額１，２４９万７，３５６円につきましては、   

本組合が負担すべき共済負担金が各種職員手当の減により算定の基礎となる職

員の標準報酬月額が当初見込み額より少なくなったことに加え、掛金率が前年

から引下げられたことで不用額が生じたものでございます。 

同じく、９節 旅費の不用額１１０万７，３７８円につきましては、昨年は、

緊急消防援助隊の出場がなかったことに加え、年度末に各種の会議や研修会等

が中止になったことによる執行残でございます。 

同じく、１１節 需用費の不用額１，３０６万３７２円につきましては、主

に、出場件数が減少したことに加え、各種行事が中止になったことにより、車

両の燃料費に約２４５万円の執行残が生じ、また、昨年は梅雨明けが遅く、そ

の間も気温が低かったことで、光熱水費のうち電気代が例年より少なく約２４

１万円の執行残となっております。そのほか消耗品費、医薬材料費に入札によ

る執行残がございます。 

同じく、１２節 役務費の不用額１７０万２，３２９円につきましては、通

信運搬費の不用額のほか、主に手数料において、装備品の定期的な法定点検の

ほかに使用するごとに義務付けられている耐電防護具の耐電試験や酸素ボンベ
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等の耐圧試験の実施が、使用実績が少なかったことから、約７５万円の不用額

が生じております。 

１３節 委託料の不用額４５７万４，９５６円につきましては、備考欄に記

載の各種委託料の入札による執行残でございます。 

次に、決算書は、２３ページ、２４ページをお開きください。 

１４節 使用料及び賃借料の不用額１６４万１，３１１円につきましては、

主に諫早消防署長の公舎として借上げるための賃借料が所轄内の自宅からの通

勤となったことで不用になったものでございます。 

次に、決算書は、２５ページ、２６ページをお開きください。２目 消防施

設費でございます。 

補正予算の内容につきましては、ポンプ車購入費の入札執行残額２６９万円

の減額補正でございます。 

主な不用額につきましては、２６ページの１３節 委託料の３３５万９，０

５４円につきましては、主に大村署空調機改修の入札による執行残でございま

す。 

次に、２７ページ、２８ページをお開きください。５款 公債費につきまし

ては、予算現額５億４１９万５千円、支出済額５億３４７万２５０円でござい

ます。内訳につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。 

６款 予備費については、支出がございませんでした。 

以上の歳出合計は、予算現額３３億３，７１５万３千円に対し、支出済額３

２億７，７１６万８，０２０円で予算に対する執行率は９８．２％でございま

す。 

不用額５，９９８万４，９８０円につきましては、全額、翌年度への繰越金

となりますので、令和２年度の補正予算の財源及び基金の積立てとして予定し

ております。 

次に２９ページをお開きください。 

「実質収支に関する調書」でございます。歳入総額から歳出総額を差し引き

ますと、歳入歳出差引額は、１億９７８万５千円となります。翌年度へ繰り越

すべき財源はございませんので、実質収支額は、同額の１億９７８万５千円で

ございます。 

次に、３１ページ、３２ページをお開きください。 

「財産に関する調書」につきましては、「土地及び建物」において、上から

３番目の諫早消防署の年度中の増減高につきましては、消防署の４階にある諫

早市が所有する消防団の施設分に係る５１４．４７㎡について、本来は当初か

ら控除して記載すべきところ消防署の延面積に含まれておりましたので、今回、

修正を行うものでございます。 
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なお、同様の施設がございます大村消防署につきましては、当初から控除さ

れた延面積となっているところでございます。 

次に、３３ページ、３４ページをお開きください。 

財産のうち「物品」につきましては、取得価格が１件１００万円以上の物品

及び自動車類を記載しております。 

３３ページは、事務局総務課に係るもので、令和元年度中の増減はございま

せん。 

３４ページは、消防本部に係るもので、年度中の増減及び配置換えにつきま

しては、備考欄のとおりでございます。 

次に、３５ページをお開きください。 

基金の現在高につきましては、記載のとおりでございます。 

以上、簡単ではございますが、決算書の説明を終わらせていただきます。 

次に、別冊の「令和元年度決算書資料」を御覧ください。 

１ページは、「一般会計歳入歳出決算総括表」でございます。 

決算書の１ページ、２ページと同じ表でございます。 

２ページは、「一般会計予算決算対比及び前年度比較表」で歳入について款

別に前年度との比較を記載しております。 

同じく、３ページは、歳出についての前年度との比較表でございます。 

４ページは、歳入について自主財源と依存財源別の比較表でございます。 

同じく、５ページは、歳出について性質別の比較表でございます。 

６ページは、構成市の負担金についての前年度との比較表でございます。 

７ページは、組合債の令和２年度までの償還年次表でございます。 

令和元年度末の未償還元金の合計は２５億３１万１，８７９円となっており

ます。 

８ページは、基金の決算状況表でございます。令和元年度末現在高は１４億

４，１４５万４，０３７円となっております。 

９ページは、不燃物処理事業にかかる搬入量の過去３年間の実績でございま

す。 

１０ページは、同じく不燃物処理事業にかかる手数料の収納内訳でございま

す。 

１１ページは、有価物の過去３年間の売却実績でございます。 

１２ページは、消防手数料の収納内訳でございます。 

１３ページは、消防費の普通建設事業費の内訳でございます。 

なお、一般的に普通建設事業費は、道路、橋りょう、学校、庁舎など公共施

設の新設や増設事業に要する経費とされておりますが、ここでは、毎年、組合



13 

 

が県に提出する「地方財政状況調査」と一致するよう調査作成要領に基づく１

件百万円以上の機械器具等の購入等も投資的経費として計上しております。 

以上で決算書資料の説明を終わらせていただきます。 

 次に別冊の「主要施策の成果説明書」について御説明いたします。 

令和元年度に実施した主要施策の推進と成果の概要について記載しておりま

す。 

次に別冊の「県央組合決算説明資料」について御説明いたします。 

予算科目別に事業の概要について記載しております。主要施策の成果説明書

と併せて、御覧いただきたいと存じます。 

最後に、「監査委員の審査意見書」を添付させていただいております。審査

結果につきましては、１ページに記載のとおりでございます。審査の概要と意

見につきましては、２ページに記載のとおりでございます。 

９ページの「５ むすび」の下から６行目にありますように、本組合の財政

運営は、構成市からの負担金に依存していることから、常に費用対効果の視点

に立ったコスト意識の徹底を基本とし、効率化に努め、創意工夫を重ねるとと

もに、圏域全体の将来を見据えた、長期的で効果的な運営を継続し、構成市と

情報を共有しながら、圏域住民の安全安心と環境衛生の向上に努めまいりたい

と存じます。 

簡単ではございますが、議案第８号の説明を終わらせていただきます。 

よろしく御審議賜り、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

これより議案第８号に対する質疑に入ります。 

質疑は、歳入、歳出、財産に関する調書をそれぞれ区分し、歳出から順次、

款を追って質疑に入ります。 

質疑は、歳入は全般、歳出は款ごとに３回までとなっていますので、御了承

願います。 

なお、質疑の際には、決算書等のページ数をお示しください。 

まず、１款、議会費について、ページは、１５ページ、１６ページでありま

す。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、次に、２款、総務費について、ページは、１５ページから１８ペ

ージまでであります。質疑がある方はどうぞ。 
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〇山口喜久雄議員 

１６ページでお尋ねいたします。１９節 電子計算機処理負担金ですが、昨

年度からすると倍になっているようですが、これはどのような理由でしょうか。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

 本組合が諫早市に委託しております電子計算機処理負担金で、諫早市の方で

更新作業が行われましたので、それに係る負担金の増でございます。 

 

〇山口喜久雄議員 

負担が変わり増額となったということですね。 

監査委員費ですが、毎年不用額が１５万円から１７万円ぐらい出ているよう

ですが、予算額自体がこれだけ予算を組まないといけないのかなと、これはど

ういう趣旨でこの金額にされているのか、毎年不用額が１５万円から１７万円

ぐらい出ているのは、これ以上いかないのでしょうか。ほかにこちらの市の方

で監査委員会議があったときに主催をしなければならないときに費用がいるか

らという趣旨なのか、意味がよくわからないのですが教えてください。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

 不用額につきましては、会議等の出席が日程の調整できなかったというのと、

コロナ関係で会議等が中止になったということで、会議等の負担金分と旅費が

不用額となってしまったいうことでございます。 

 

〇山口喜久雄議員 

 単年度だと分かるのですが、複数年度にわたって不用額が同じぐらい出続け

ていないですかね。確認ですけど。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

 執行残につきましては、監査委員と職員の研修及び事務費を計上しておりま

すが、研修の参加が日程の調整ができず参加ができなかったため、毎年、旅費

と負担金が執行残となったものでございます。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 
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〇議長（田川伸隆君） 

ほかになければ、次に、３款 衛生費について質疑がある方はどうぞ。ペー

ジは、１７ページから２０ページまでであります。 

 

〇相浦喜代子議員 

１７ページ、衛生費の中にリサイクルの集いですが資料で言うと４ページに

なりますが、大村市さんには該当しなくて、雲仙市さんと諫早市になるわけで

すが、できれば、資料の中のリサイクルの集いに参加人数がどれくらいあった

かというのを、ご案内は頂くのですがなかなか行ける機会がなくて、環境問題

に関しては、結構皆さん関心を持たれているようでもありますので、年々増え

ているのかというのも含めてお尋ねします。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

令和元年度は、１１月３日にリサイクルの集いを開催いたしております。来

場者は、５７０名の方にご来場いただきまして、そのほかにスタッフ等が参加

しております。あとは、フリーマーケットが好評でございまして３９店舗の出

店があっているところでございます。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかになければ、次に、４款 消防費についてでございます。ページは、１

９ページから２６ページまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

〇松本正則議員 

消防費給料で９名が１名減って８名で減という報告でしたが、９名予定が、

理由がどうしてもというのと業務的に１名減というのは大きいと思うのですが、

その辺の対応をどうされたのかという２点をお尋ねします。 

 

〇消防長（城下和美君） 

９名が８名になったということですが、その方は再任用職員で、定年退職し

た後に、ポジションが変わって仕事をしていただくということで、最後まで検

討され、最終的に断るということで１名減となったものでございます。 
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〇松本正則議員 

業務的には支障がなかったということですね。１名がそのまま退職の人がい

るということですか。 

 

〇消防長（城下和美君） 

業務的には支障はございません。 

 

〇山口喜久雄議員 

何点かあります。２２ページですね。４款１項１目 消防運営費ですが、無

線局再免許申請業務委託料ですが、これが前年比に比べて６０万円ほど減って

いますけど、これは毎年変わるものなのか、内容的なものを教えていただきた

いと思います。それと、下から１０行目ぐらいの庁舎清掃業務委託料ですね。

これも前年度７４万円ぐらいだったのが、１０７万円に増えていますので、こ

れは入札で業者が変わったからこうなったのか、それとも箇所が増えたのかお

尋ねします。それと２４ページですね。１８節 備品購入費の事務用機器でこ

れも２００万円増になっておりますけれど、これはパソコンか何か買われたの

か確認です。次に２６ページ１３節 委託料ですね。大村署排気ガス装置改修

委託料が前年度１４０万円、今年度２４７万５千円ということで、これは数年

度にわたって工事をされているものなのか、いつまで続くものなのかお尋ねを

いたします。それと１８節 備品購入費の１２誘導心電計ですね。これは効果

があるということで導入されているようですが、これは何台目標にされていて、

何年かけてやられる予定なのか、そして入札でされているのかというのをお尋

ねいたします。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

私のほうから２６ページの大村署排気ガス装置改修委託料につきましては、

車庫の中に排気ガスを外部に排出する装置がありますけれど、それが建設当時

からのものでございまして故障をしたということで、車庫の排気ガスを外に排

出する装置の修繕をした改修修繕の委託ということでございます。車庫内に充

満した排気ガスを外に排出する装置がありまして、当初は１基修繕する予定だ

ったものが、２基故障して排出ができなくなってしまいましたので、２基改修

したことによる単年度の事業でございます。 

 

〇消防長（城下和美君） 

２２ページの無線局再免許申請業務委託料でございますが、これは無線局の

数が多くありまして、その年の更新の数によって金額が変わります。 
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〇次長兼消防総務課長（田方 章君） 

１８節 備品購入費の１２誘導心電計ですけれど、これは昨年度初めて県央

消防本部の救急車に導入をいたしました。今までは簡易な心電図でしたけれど、

これはかなり高度な心電図を導入するということで、３消防署、諫早、大村、

小浜の本署の救急車に導入をしたものです。 

３台ですね諫早本署、大村本署、小浜本署の救急車に新たに導入したもので

ございます。 

 

〇山口喜久雄議員 

質問はですね。何台入れられたかということと、これから先入れられる予定

が何台あられるのかということと、何年ぐらいかけてされる予定なのかという

ことと、入札だったのでしょうかということをお尋ねしたのですが、３台とい

うのは今これに計上されていることをおっしゃっているのだと思うのですが、

それ以外のところには入れる予定はないということで解釈していいのでしょう

か。 

 

〇消防長（城下和美君） 

この１２誘導心電計はですね。今３台、今年から始まりまして、２年度に更

新する救急車に２台、今後、更新する車両に逐次購入してまいります。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

２４ページの備品購入費でございます。備品購入費事務用機器は、年次更新

しておりますパソコンで４４７万９，９００円の内訳としましては、パソコン

を３４台更新しております。ＯＳが古くなりますとセキュリティの関係で使え

なくなりますので、今年度は３７台を更新するようにしておりまして、年次的

に更新をしているところでございます。 

 

〇大村消防署長（牟田一幸君） 

庁舎清掃業務委託料の増額については、大村消防署の１階床部分のワックス

の剥離を含めたところで面積が増えたということで増額となっております。 

 

〇相浦喜代子議員 

２件だけお尋ねいたします。決算書では２４ページの上段部分の感染症産業

廃棄物処理業務委託料というのが、これまでもあったのかどうか分かりません

が、どうしても感染症というとコロナを考えてしまうところですが、これはコ

ロナ関係の委託料としてあるのか、それと内容についてお尋ねするのが１件と、
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それから直接決算書の数字では探せなかったのですが、説明資料の８ページ本

部の概要として消防総務課、予防指導課、警防救急課それから通信指令課があ

ります。この中の予防指導課で言いますと火災予防等になるわけですが、女性

防火クラブについては、今日いただきました年報にも載っているところであり

ます。年々数が少なくなっているようですが本部として、それぞれの所管する

大村、雲仙、諫早の活動が大まかどのような活動をされているのかあまり見え

てこないことがありますので、そのあたりをどれくらい予算を組んでなさって

いるのかお尋ねします。 

 

〇消防長（城下和美君） 

まず、感染症産業廃棄物処理業務委託料ですが、廃棄物処理法に基づく感染

性廃棄物処理マニュアルに基づき救急活動で排出されます感染症廃棄物のガー

ゼとか汚物の処理で、従来は搬送先の病院で処理をお願いしていましたが、平

成２３年からは業者に委託して処理をしております。先ほど議員がおっしゃら

れましたコロナ関係ですが、これにつきましては、搬送先の病院で処理をお願

いしております。 

女性防火クラブにつきましては、高齢化もあり難しいところがありまして、

まず、活動から言いますと火災予防の啓発に活躍していただいております。諫

早署で言いますと、３月の防火の集い、出初式の参加、餅つき大会の手伝いな

どで、予算につきましては、諫早市のほうから助成をいただいて行っておりま

す。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかになければ、次に、５款、公債費についてでございます。ページは、   

２７ページ、２８ページまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、次に、６款、予備費についてでございます。ページは、２７ペー

ジ、２８ページであります。質疑がある方はどうぞ。 
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（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、次に、歳入全般に対する質疑に入ります。ページは、１１ページ

から１４ページまでであります。質疑がある方はどうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、次に、「財産に関する調書」についてでございます。ページは、

３１ページから３５ページまでであります。質疑がある方どうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、これをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、これをもって討論を終結し、採決いたします。 

議案第８号「令和元年度県央地域広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の

認定について」は、原案どおり認定することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

御異議ありませんので、議案第８号は、原案どおり認定されました。 

次に、日程第４、議案第９号「令和２年度県央地域広域市町村圏組合一般会

計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（池松 弘君） 

議案第９号「令和２年度県央地域広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１

号）」について、御説明申し上げます。 

議案第９号の補正予算書の１ページを御覧ください。 
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今回の補正は、第１条のとおり、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞ

れ５，１１２万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３４億６，３

５３万２千円とするものでございます。 

次に、第２条の地方債の補正につきましては、４ページの「第２表地方債補

正」をご覧ください。起債の目的欄に表記しております消防車両等整備事業は、

高規格救急車の購入に係る事業費でございます。 

起債限度額を補正前５，０８０万円から、１，４００万円を増額補正し、補

正後の限度額６，４８０万円とするものでございます。 

予算書の１ページに戻りまして、次に、第３条の組合経費の負担の補正につ

きましては、５ページの「第３表市別負担額表」を御覧ください。 

高速国道救急業務特別負担金は、高速道路株式会社から高速道路の救急業務

を実施する自治体へ財政措置されているところでございますが、この負担金の

額が確定したことから、負担金の額を補正するものでございます。 

また、市単年度負担金につきましては、大村市は大村消防署の空調機の改修

費用の３階の市所有施設に係る負担金と、雲仙市は小浜消防署のはしご車のオ

ーバーホールに係る経費の２分の１が負担金でございますが、それぞれの事業

費が確定したことから、負担金の額を補正するものでございます。 

それでは、補正予算の内容につきまして、御説明いたします。 

はじめに、歳出から御説明いたします。予算書は１２ページをお開きくださ

い。 

３款 衛生費は、１目 塵芥処理費の２５節 積立金に１，０００万円を増額

補正するものでございます。 

内訳といたしましては、令和元年度の繰越金を財源として施設整備基金に積

み立てるものでございます。 

次に、予算書１３ページ、４款 消防費は、４，１１２万８千円を増額補正

するものでございます。 

内訳といたしましては、１目 消防運営費につきましては、繰越金を財源と

して消防施設整備基金へ４，５００万円の積立を行うものでございます。 

２目 消防施設費につきましては、１１節 需用費の修繕料、１３節 委託

料及び１８節 備品購入費に係る事業費の確定により、１，０８７万２千円の

減額を行い、１５節 工事請負費につきましては、大村消防署屋上防水工事に

係る事業費で、設計事務所による詳細な現地調査を行った結果、工法の変更や

施工面積が増となったことなどから７００万円の増額を行い、消防施設費の合

計では、差し引き３８７万２千円の減額補正とするものでございます。 

また、２目 消防施設費では、当初、更新する高規格救急車２台のうち１台

は補助事業を活用する計画でございましたが、補助要件の変更に伴い、補助対
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象とならなかったことから起債事業に変更し、財源更正を行うものでございま

す。 

続きまして、歳入について御説明いたします。予算書は６ページをお開きく

ださい。上段の歳入の欄を御覧ください。 

歳入につきましては、先ほど御説明いたしました歳出額の確定及び事業の変

更等に伴って負担金、繰入金及び繰越金等について補正と財源更正を行うもの

でございます。 

総額は、５，１１２万８千円の増額でございます。 

内訳といたしましては、負担金で４９３万１千円の減、国庫支出金で１，４

６２万８千円の減、繰越金で５，６６８万７千円の増、組合債で１，４００万

円の増となっております。 

最後に、予算書１４ページは、地方債の年度末見込み額の補正調書でござい

ます。 

議案第９号資料といたしまして、ただいま御説明をいたしました事業費や負

担金の内訳を添付いたしております。 

また、資料の６ページには基金の一覧表を掲載しております。 

上から財政調整基金、退職手当基金、施設整備基金となっております。令和

２年度末現在高の合計額は、約１４億８，４２６万円の見込みとなっておりま

す。 

以上、簡単ではございますが議案第９号についての説明を終わらさせていた

だきます。よろしくご審議賜り、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

これより議案第９号に対する質疑に入りますが、質疑は、歳入と歳出を区分

し、歳出全般から質疑に入ります。 

質問につきましては、同一議員につきそれぞれ３回までとなっておりますの

で、御了承を願います。質疑の際は、ページ数をお示し願います。 

まず、歳出全般について、ページは、１２ページ、１３ページまででありま

す。質疑のある方どうぞ。 

 

〇朝長英美議員 

消防施設費の委託料１３節ですね。大村消防署の防水工事の設計委託料がマ 

イナスになりまして、工事請負費がプラス７００万円になっているのですけど、

当然これだったら設計も増えるのではないかと思うのですがいかがでしょうか。 
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○事務局長（池松 弘君） 

大村消防署の屋上防水工事につきましては、庁舎建設が平成１２年の３月に

建設されて、築２０年を経過しております。空調機、照明器具等の設備も老朽

化しておりまして、設備の更新を年次計画で進めているところでございます。

屋上の防水工事につきましては、既存の防水はアスファルト防水でございまし

て、耐用年数は１５年から２０年程度といわれております。今回の防水工事の

予算につきましては、工事請負費に１千万円、設計委託料に１００万円を当初

予算に計上したところでございます。通常の維持修繕であれば今年度は調査設

計を行い、次年度に設計書に基づいた工事請負を計上すべきところでございま

すが、大村消防署は３階の天井部分から雨漏りが発生しておりまして、部分的

な応急処置を施しても雨漏りを止めることが出来ませんでしたので、当初業者

見積をいたしまして、当初予算に工事費の概算工事費１千万円を計上したとこ

ろでございます。委託料につきましては、工事を発注する際に必要な細部の施

工の納まり図、あるいは設計書に必要な数量の算出の委託料で、これはすでに

指名競争入札によって落札をされたということで１００万円から契約額に減額

をしているということです。工事請負については、施工の面積、工法等が変更

になって増額になるものですから、予算を頂いてこれから設計書に基づいて入

札を早急に着手したいと考えております。 

 

〇松本正則議員 

不燃物施設の基金についてですが、今後の計画として何年ぐらいに造るとか

表だって出ているのかというのが１つと、今後のためをと思っている基金なの

か、それとも今後何かを造るときにこの基金のペースでいいのかということも

考えたものですから、この基金についてどのような考えなのか、基金の積み方

の考えをお聞きしたい。 

 

○事務局長（池松 弘君） 

今回の補正予算に計上している基金の積立につきましては、地方自治法に基

づき前年度の余剰金の２分の１を積立てるという風になっておりますので、今

回は昨年度の余剰金の半分を基金に積立てるのが１，０００円と４，５００万

円ということでございます。 

 

〇松本正則議員 

積む内容の余剰金は分かりますが、この基金を今後どうしていくのか、考え

方ですよね。基金を今後どう運用して持っていこうとしているのか、そこら辺

はどうなっているのか。 
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○事務局長（池松 弘君） 

まず、不燃物処理事業につきましては、施設も老朽化しておりますので、こ

れから個別の整備計画を今年度中に作成をいたしまして、年次計画で機器の更

新等を進めるように、そのための施設整備基金の積立としているところでござ

います。消防費につきましても今回の余剰金の積立につきましては、施設の維

持のための基金でございますけれど、各構成市から頂いている庁舎の建て替え

についての基金については、ある程度、小浜消防署であったり分署であったり、

そういったところの計画を見据えたうえで年次計画を立てて進めていくという

ことで、ある程度めどがついたところで基金の在り方については議論が必要と

考えております。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

ほかになければ、次に、歳入全般に対する質疑に入ります。ページは、７ペ

ージから１１ページであります。質疑がある方どうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、次に、第２条「地方債の補正」、第３条「組合経費の負担の補正」

に対する質疑に入ります。ページは、４ページ、５ページであります。質疑が

ある方どうぞ。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、これをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

なければ、これをもって討論を終結し、採決いたします。 



24 

 

議案第９号「令和２年度県央地域広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１

号）」は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

〇議長（田川伸隆君） 

御異議ありませんので、議案第９号は、原案どおり可決されました。 

会議を保留ししばらく休憩いたします。 

 

午後３時     休憩 

午後３時１５分  開会 

 

〇議長（田川伸隆君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、日程第５、「組合行政に対する一般質問」にはいります。 

この際、議長からお願いいたします。発言時間については、申し合わせによ

り、１人につき、答弁を除き２０分以内に終わるようご協力をお願いします。 

なお、答弁につきましては、質問の趣旨を良くとらえ、簡明、的確に答弁を

お願いいたします。 

それでは、相浦喜代子議員 

 

〇相浦喜代子議員 

議席番号４番、諫早市議会選出の相浦喜代子でございます。議長の許可を頂

きましたので、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

１ 県央地域広域市町村圏組合における消防署建て替えについて、２月に質

問しました雲仙市小浜消防署の建て替え用地について進展はあったのか伺いま

す。 

また、諫早市の高来分署、多良見分署について２月の組合議会での御答弁を

頂き、諫早市における３月議会にて、私が一般質問させていただきました。そ

の際、諫早市の用地に対する考えを質問した際、宮本市長は、「３市の了解が

得られれば２分署の候補地選定に入りたい。」との答弁がありました。このこ

とを踏まえ、組合としてどのように考えられているのかを伺います。 

次に、大きな２項目は救急出場における課題について、２件伺います。３月、

新聞記事で「１１９番後に蘇生拒否 苦慮」の記事がありました。救急出動に

あたって、現場での蘇生処置を家族が拒否する場合があるというものでした。

２０１９年度九州地区全体は拒否の意思表示が３５７件、蘇生中止は９１件。
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長崎県では、意思表示３５件、蘇生中止１４件とあります。この県央地区では、

この５年間の状況はどうなっているのかということについてお伺いたします。

また、そのような場合の対応マニュアル等はあるのかを伺います。 

大きな２項目の２番目の質問は、この通告は、７月２８日に提出させていた

だきました。その前後、管内の新型コロナ感染症の感染者が連日公表され正直

驚いているところでございます。そういった中で感染者の入院や軽症者宿泊施

設への入所など私たちは知らされないことが多々あります。故に感染者もまた

どう行動すべきか分からず、救急車を呼ぶようなこともあるのではないかと考

えます。このコロナ禍において救急出動のリスクが高まる中、どのような対応

を行っているのか伺います。以上答弁によっては再質問させていただきます。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

県央地域広域市町村圏組合における消防署の建て替えについて、お答えいた

します。 

小浜消防署の建替用地の選定につきましては、まだ雲仙市から正式な報告は

あっておりませんが、雲仙市にお尋ねしたところ、外部の有識者等で組織する

「雲仙市消防力向上対策検討委員会」で候補地の検討が進められ、３月に意見

書として提出されたとのことでございます。 

その後、意見書で提示された候補地の近隣の自治会の方々に対して、説明会

の開催などを行い、そこで提出されたご質問やご意見に対して、現在、ご理解

を得られるよう対応されているとのことでございます。 

諫早消防署高来分署及び多良見分署につきましては、小浜消防署の建替用地

について雲仙市が地元調整に入られたことから、２分署の建て替えについても

計画を推進するため、構成市に分署の現状や今後の計画を説明したうえで、諫

早市へ用地の選定を依頼したところでございます。 

 

〇消防長（城下和美君） 

救急出動における課題についてお答えいたします。 

ガンの終末期患者や、老衰の患者が心肺停止の状態となった際に、患者の希

望や尊厳を守るため、その家族が蘇生処置を望まない場合の対応につきまして

は、国の指針等は示されておりませんので、県内の救急隊は、長崎県メディカ

ルコントロール協議会で作成された「救急業務の実施に必要なプロトコル」、

プロトコルとは手順でございますが、これをマニュアルとして運用しておりま

す。 

マニュアルでは、蘇生処置を開始し、並行して主治医と連絡を取るように努

め、主治医から「蘇生処置を行わない」旨の指示があった場合は蘇生処置を中
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止するとされておりますので、医師からの指示がない場合などは、蘇生処置を

実施しながら救急搬送を行っております。 

本組合における家族が蘇生処置を望まない事案につきましては、平成３０年

１月から統計を取り始めておりまして、現在までに１０件の事案が発生してお

ります。１０件の事案の対応につきましては、主治医と連絡が取れない若しく

は医師の指示により、蘇生処置を行いながら搬送したものが８件、エムタック

に同乗した医師の指示により、蘇生処置を行わないで搬送したものが１件、主

治医による死亡診断により、不搬送となったものが１件ございます。 

次に、新型コロナ感染症に対する救急隊等の感染防止対策についてお答えい

たします。 

管理者の総括説明にありましたように、救急隊員等の感染防止対策につきま

しては、「県央・県南メディカルコントロール協議会」において、医学的知見

に基づいて作成されました「感染防止対策マニュアル」によりまして、感染防

止と隊員の健康管理を図るとともに、救急車の消毒などの衛生管理を実施して

おります。 

１１９番通報時に発熱や咳の有無、渡航歴又は味覚障害などを聴取して、感

染が疑われる場合は、各隊全員が今日展示しておりますけれど感染防護服「タ

イベック」といいますけれど、Ｎ９５マスク、ゴーグル、手袋を装着して出場

しております。 

 

〇相浦喜代子議員 

予想だにしない状況が日本では起こっています。そういった状況にあって地

域住民の生命財産を守るため、消防救急や大規模災害等に備える拠点として、

消防署及び分署は、万全の機能を用意すべきと考えております。今、御答弁い

ただいたことをわたくしで解釈すると、これは「諫早市も同時に用地取得に入

ってくださいね。」と組合が言ったというふうに認識をさせていただいてよろ

しいのでしょうか。まずその確認をさせてください。 

 

〇事務局長（池松 弘君） 

消防署、分署の用地につきましては、構成市の地元市の方で適地を選定して 

いただいて、消防本部と協議のうえ、適地かどうかを判断して、市の方で無償

提供していただくということになっておりますので、諫早市の方にその旨用地

の選定をお願いしたところでございます。 

 

〇相浦喜代子議員 

雲仙市さんには申し訳ないですけれども、同時並行してということで諫早市 
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の分署等もほぼ同じ時期の建設でございますので、当然今後は、用地を早急に

諫早市も選定して、３箇所同時に建設になっていくのか、少しずつずれていく

のかは分かりませんが、これはやはり必要なものですから管理者、副管理者と

もにそれぞれの首長でもございますし、その辺は私が言わなくても分かってい

らっしゃると思いますので、どうぞ早急な建て替えに向けてご尽力していただ

きたいと思っております。 

次に救急出動に関してでございます。今、御説明していただきました。現在、

この数箇月は尊厳死について議論されている中で消防法に基づく救急隊の任務、

責任それから急病人である個人の意思、今現在は、在宅医療や在宅ケアが進め

られている中で現場に対応する隊員の方々がですねいろいろ苦慮されることが

あるかと思います。先ほどの御説明で言うと統一した、要は消防庁からの統一

した見解がないということがこれはずっと続いているのだと思いますが消防庁

からの通達等は全くないのでしょうか。 

 

〇消防長（城下和美君） 

総務省消防庁におきましてもですね、本件に係る全国の取り組み状況を踏ま

えた有識者検討委員会により検討されております。現在はまだ将来的には救急

隊の対応も標準的な手順について検討を進めていくべきであるという回答だけ

であります。 

 

〇相浦喜代子議員 

長崎県では今おっしゃったようにかかりつけ医さんと連絡を取りながら取り

組んで、要はその方が延命処置をしてほしくないとか、家族の方も同意されて

いるとかかりつけの先生が存じ上げていれば、その中で延命処置はしなくてい

いということ、それともう一つは在宅医療在宅ケアの話をしました。訪問看護

等に入る場合の契約書の中にも確か延命治療はしたくないという旨が入ってい

れば当然延命処置はしないということでされていますので、救急出動依頼をす

るときに家族とのやり取りというのが電話だけのやり取りで済むのか、一旦救

急隊員がそこに到着してからのやり取りになるのかというところが、その場に

ならないと分からないところもあると思うのですが、先ほどの県央管内では平

成３０年からいえば１０件あるということですが、一旦は現場に行ってその中

でということがこの１０件すべてがそうなるということでよろしいでしょうか。 

 

〇消防長（城下和美君） 

やはりですね、家族と医師と包括ケアの皆さんと話はされているのですけど、

やはり１１９番通報がかかってくる以上は、我々は救命が優先ですのでまず行
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きます。そこでやめてくださいとあれば、主治医に連絡して対応するしかない

と考えております。 

 

〇相浦喜代子議員 

次に、コロナ関連ですけれど、今日出して頂いて、百聞は一見に如かずとい

うことで、実際に長崎県で最初に出たのが３月あたまです。管内で言えば４月

に１回出てしばらく出てなくて、あとは皆さんご承知のとおりですが、現在、

この防護服を着て出動したことがあるのかどうかと、あとは訓練、出動要請が

かかってきて今消防長が言われたようなやり取りをしながらこれを着て出動す

る訓練をなさっているのかお尋ねします。 

 

〇消防長（城下和美君） 

訓練ですが、十分な訓練をしております。件数ですが、トータルで４４件搬

送しております。１件は壱岐市から自衛隊が搬送して、その後、長崎大学病院

へ行った分が陽性であとの４３件はすべて陰性であります。 

 

〇相浦喜代子議員 

陰性というのをお聞きしてホッとしたところです。では、大村、雲仙、諫早

とそれぞれ本署があるわけですが、それぞれ対策会議等もあるわけですね。そ

れぞれの市との要はコロナ対策に対する協議には消防として、協議に参加した

りとかはあるのでしょうか。それはどういう体制で消防は構えてますよという

のはきちっと各自治体に報告なり若しくは協議の場があったのかどうかお尋ね

します。 

 

〇消防長（城下和美君） 

各市の新型コロナ感染症対策本部の委員に各消防署の署長がなっております

ので会議にはすべて署長が出席をしております。その場で現状を説明したり、

対応を説明したりしております。 

 

〇相浦喜代子議員 

コロナの対策は、対策をしてもしても、要はどこかからやってくる場合もご

ざいます。まして、消防隊員の方が仮に感染してしまいますと、その中でクラ

スターが発生することも当然ございますので今後とも気を付けていただきなが

ら、そして、人命に対してはそれなりの処置をしていただきたいと思っており

ます。今回救急出動に関して２件出させていただきましたけど、どちらにしま

しても命を救うのが救急の役割でございますが、命の終結者になる可能性もあ
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るということですよね。要は救急搬送に要請されて行ったけれども延命はして

ほしくないということで確認が取れればそこで、要は命を救うということは本

人さんの意思に従ってしないということを医師も含めてそこで了解して出動し

ないというわけです。そうなると本来の使命、役割からするとですね、目の前

にいる人を処置をしないことに対するメンタルケアも必要になってくるのでは

ないかと思います。そこの部分についてはケアというのは、どのようになさっ

ているのかお尋ねいたします。 

 

〇消防長（城下和美君） 

救急のみならず、我々はこの前の轟の災害もですが色々な現場に行きますの

で、その都度、惨事ストレスのチェックをやって、また、定期的に隊員のチェ

ックもやっております。 

 

〇相浦喜代子議員 

色々と質問させていただきましたけれど、やはり「備えよ常に」というこれ

はガールスカウトの掟なのですがそれはすべてにおいて必要なことだと思いま

すから今後共ですねまずはご自分の命を守ることも大事ではありますが、それ

に合わせて地域住民の生命財産を守るということを念頭に日々の活動を続けて

いただきたい思います。質問を終わらさせていただきます。 

 

〇議長（田川伸隆君） 

これをもって「組合行政に対する一般質問」を終結いたします。 

以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件の審議は全て終了いた

しました。 

お諮りいたします。 

今期定例会において議決されました案件につきましては、その条項、字句、

数字、その他整理を要するものがありました場合、その整理を議長に委任され

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（田川伸隆君） 

御異議ありませんので、これらの整理を要するものにつきましては、議長に

委任することに決定いたしました。 
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これをもって、令和２年第３回県央地域広域市町村圏組合定例会を閉会いた

します。 

 

午後３時３０分閉会 

 




